
町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

財
政
力
指
数
が
１
を
切
り
、

普
通
交
付
税
の
不
交
付
が
48

年
ぶ
り
に
途
絶
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

他
方
６
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
職
員
給
与
の
削
減
案
に

つ
い
て
は
、
政
和
ク
ラ
ブ
所

属
議
員
以
外
の
会
派
・
議
員

に
よ
り
原
案
よ
り
削
除
さ
れ

可
決
さ
れ
た
が
、
今
議
会
で

は
削
除
さ
れ
た
部
分
に
つ
い

て
の
提
出
が
な
さ
れ
て
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
以

上
に
全
職
員
が
知
恵
を
絞
り
、

汗
を
か
き
こ
の
難
局
を
乗
り

切
る
こ
と
に
し
た
町
長
の
決

断
と
理
解
す
る
。

　

こ
の
現
状
を
職
員
一
同
理

解
し
、
「
チ
ー
ム
籾
山
」
と

し
て
行
財
政
改
革
を
断
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

交
付
団
体
に
な
っ
た
場

合
、
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る

本
町
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
　
　

今
年
度
は
、
交

付
税
算
定
の
結
果
で
あ
る
財

源
不
足
に
対
し
、
普
通
交
付

税
が
交
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入
れ

が
可
能
と
な
る
。
国
や
県
か

ら
の
指
導
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
内
容
が
若
干
変
わ

っ
て
く
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

　

　
　

来
年
度
予
算
は
今
ま
で

以
上
に
各
課
が
事
業
を
精
査

し
、
要
求
す
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
減
額
・
廃
止
も
含
め

取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

現
状
を
踏
ま
え
、
来
年
度

予
算
の
概
算
要
求
を
す
る
に

当
た
り
、
各
課
に
は
ど
の
よ

う
な
指
導
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

今
後
は
、
収
支

の
均
衡
を
保
つ
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
歳
出
の
抑
制
を

図
っ
て
い
く
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

　

税
収
が
減
り
、
こ
れ
ま
で

よ
り
財
政
状
況
が
悪
く
な
っ

た
現
実
を
し
っ
か
り
と
認
識

し
、
今
後
の
情
勢
の
推
移
も

見
極
め
な
が
ら
、
身
の
丈
に

合
っ
た
持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
し
て
い
く
こ
と
が
最
も

重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　
　

公
共
施
設
の
効
率
化
を

図
り
、
統
合
や
廃
止
を
含
め

検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

施
設
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
費
用
は

大
き
な
財
政
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
既
存
の
公
共
施
設
す

べ
て
を
現
状
の
ま
ま
維
持
し
、

更
新
し
て
い
く
こ
と
は
、
大

変
難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

政和クラブ
福本　貴久 議員

臨
時
財
政
対
策
債
が
借
入
れ
可
能
に

答

交
付
団
体
に
な
っ
た
本
町
へ
の
影
響
は

交
付
団
体
に
な
っ
た
本
町
へ
の
影
響
は

問48
年
ぶ
り
交
付
団
体
に

公
共
施
設
の
統
合
や

廃
止
の
検
討
を

問

問

問答

町
長

答

町
長

答

総
務
部
長

身
の
丈
に
合
っ
た

予
算
編
成
を

町政を問う!
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

平
成
20
年
度
よ
り
、
行
政
自

ら
が
評
価
を
行
う
「
事
務
事

業
評
価
」
が
開
始
さ
れ
、
事

業
廃
止
や
見
直
し
が
さ
れ
て

い
る
。

　
　

こ
の
評
価
は
行
政
内
部

に
よ
る
評
価
の
た
め
、
住
民

の
評
価
と
は
異
な
る
こ
と
が

あ
る
。
外
部
評
価
を
取
り
入

れ
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
と
の
整

合
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

現
在
の
行
政
評

価
は
導
入
か
ら
６
年
目
と
な

り
、
よ
り
効
果
的
な
評
価
制

度
を
検
討
す
る
時
期
に
き
た
。

　

外
部
の
評
価
で
客
観
性
を

担
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
第
５
次
総
合
計
画
の
進

行
管
理
と
も
合
わ
せ
、
外
部

評
価
の
導
入
を
検
討
す
る
。

　
　

個
別
の
視
点
で
高
い
評

価
で
も
、
総
合
評
価
で
低
い

評
価
を
受
け
る
事
業
が
あ
る
。

　

評
価
制
度
が
透
明
性
・
納

得
性
の
低
い
も
の
に
な
っ
て

い
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

必
要
性
・

有
効
性
・
効
率
性
の
三
つ
の

視
点
で
評
価
を
行
う
が
、
一

律
的
な
評
価
は
困
難
で
あ
り
、

総
合
評
価
で
異
な
る
結
果
に

な
る
。

　
　

事
務
事
業
評
価
は
、
事

業
評
価
面
で
一
定
の
役
割
を

終
え
た
と
考
え
る
。

　

内
部
で
検
討
し
て
い
る
目

標
管
理
制
度
に
統
合
し
て
、

事
務
事
業
評
価
を
廃
止
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

職
員
の
負
担
軽

減
か
ら
も
、
内
部
事
務
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

　

町
民
か
ら
の
提
言
以
外
に
、

職
員
が
提
言
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

交
通
事
故
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
か

ら
は
町
内
小
学
校
の
児
童
で

構
成
す
る
「
交
通
少
年
団
」

を
発
足
さ
せ
た
ほ
か
、
交
通

指
導
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
交
通

安
全
啓
発
活
動
や
学
習
会
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　

愛
知
県
へ
要
望
す
る
事

項
も
多
い
が
、
執
行
率
が
低

い
。
県
へ
の
要
望
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

県
が
各
市

町
の
要
望
を
限
ら
れ
た
予
算

で
対
応
す
る
こ
と
も
理
解
で

き
る
が
、
町
と
し
て
重
要
と

考
え
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

重
点
的
に
交
渉
を
行
う
。 きずな

石原　壽朗 議員

事
務
統
廃
合
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討

答問

問

問

事
務
事
業
評
価
を
廃
止
し
て
は
ど
う
か

事
務
事
業
評
価
を
廃
止
し
て
は
ど
う
か

問

答

町
長

答

町
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

外
部
評
価
の
導
入
を

交
通
事
故
撲
滅
！

問問

■武豊町の行政評価
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■クリーンセンターに投入しているパッカー車
町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

　
　

常
滑
市
が
ゴ
ミ
有
料
化

し
て
約
１
年
。
常
武
へ
の
搬

入
量
の
推
移
は
。

　
　
　
　
　
　
　

本
町
で
は

過
去
３
年
間
で
、
約
１
万
１

３
８
０
ト
ン
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。

常
滑
市
で
は
、
指
定
袋
で
の

回
収
量
が
大
幅
減
少
。
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
量

　

が
増
加
。
合
計
量
で
有
料
化

の
前
よ
り
、
月
約
１
３
４
ト

ン
の
減
量
。

　
　

本
町
で
の
ゴ
ミ
有
料
化

は
、
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

有
料
化
は
、

ゴ
ミ
減
量
に
一
定
の
効
果
が

あ
る
。
本
町
で
は
、
分
別
の

品
目
、
方
法
を
見
直
し
た
後
、

さ
ら
に
必
要
な
時
に
は
、
有

料
化
も
検
討
す
る
。

　
　

地
域
の
「
ゴ
ミ
当
番
」

に
つ
い
て
の
問
題
点
は
。

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
・
病

気
な
ど
の
理
由
で
、
当
番
が

で
き
な
い
と
悩
む
方
が
あ
る

と
の
報
告
が
あ
る
。
ま
た
、

区
へ
の
未
加
入
者
問
題
に
も

影
響
し
て
い
る
と
の
見
方
も

あ
る
。

　
　

問
題
解
決
の
た
め
に
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　

区
長
、
区

民
の
意
見
を
聞
い
て
、
解
決

策
を
探
っ
て
い
く
。

　
　

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

抱
え
る
問
題
は
。

　
　
　
　
　
　
　

多
く
の
住

民
に
好
評
を
得
て
い
る
が
、

問
題
点
も
あ
る
。

　

一
つ
は
、
交
通
渋
滞
の
問

題
。
こ
の
件
は
、
持
ち
込
み

時
間
の
２
時
間
延
長
で
対
応

し
て
い
る
（
９
月
２
日
か

ら
）
。

　

も
う
一
点
は
、
月
２
回
実

施
の
地
区
回
収
よ
り
、
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
搬
入
量
が
増

え
た
た
め
の
、
費
用
面
で
の

問
題
。

　
　

費
用
対
効
果
の
問
題
解

決
の
方
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　

住
民
の
利

便
性
、
資
源
化
、
ゴ
ミ
減
量

化
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
２
箇
所
目

の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
所

を
待
っ
て
判
断
。

　
　

地
区
回
収
の
回
数
を
減

ら
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
こ
と

も
含
め
て
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
。

※
他
に
「
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

の
設
置
を
」
と
「
今
後
の
行

財
政
運
営
に
つ
い
て
」
の
質

問
。

公明党議員団
本村　強 議員

更
に
減
量
の
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

答

ゴ
ミ
有
料
化
の
予
定
は
あ
る
の
か

ゴ
ミ
有
料
化
の
予
定
は
あ
る
の
か

問

「
ゴ
ミ
当
番
」
に
つ
い
て
の

問
題
点

ゴ
ミ
有
料
化
の
検
証
は

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
点

問問

問

問

問

問 問

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長
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過
日
、
大
足
区
会
で

「
候
補
地
と
し
て
受
け
入
れ

る
こ
と
を
了
解
す
る
こ
と
の

是
非
に
つ
い
て
の
判
断
を
区

長
に
一
任
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

後
日
、
そ
の
旨
が
籾
山
町
長

に
報
告
さ
れ
た
。
報
告
に
つ

い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
な
見

解
を
お
持
ち
か
。

　
　
　
　

「
町
の
説
明
や
区

民
の
意
見
な
ど
を
勘
案
す
る

な
か
で
、
今
後
、
大
足
区
長

が
判
断
し
て
い
く
」
と
の
報

告
を
受
け
た
。

　

こ
の
報
告
を
以
て
、
ご
み

焼
却
施
設
建
設
に
つ
い
て
、

地
元
の
了
解
が
得
ら
れ
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ご
み
処
理
施
設
建
設
候

補
地
と
し
て
、
地
元
の
了
解

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
域
交
流
施
設
の
場
合
は
、

武
豊
町
全
域
が
地
元
と
強
調

し
た
。
今
回
の
ご
み
処
理
施

設
建
設
候
補
地
の
場
合
は
大

足
地
区
が
地
元
で
あ
り
、
大

足
区
長
の
了
解
で
良
し
と
し

て
い
る
。

　

事
業
内
容
に
よ
っ
て
地
元

の
内
容
が
変
わ
る
基
準
が
あ

る
の
か
。

答　

厚
生
部
長　

広
義
の
意

味
で
武
豊
町
が
地
元
と
認
識

し
て
い
る
。

　

ご
み
処
理
場
が
建
設
さ
れ

た
場
合
に
は
、
も
っ
と
も
生

活
環
境
な
ど
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
か
ら
、
狭
義
の
意
味

で
大
足
地
区
が
地
元
に
な
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

今
回
は
、
交
流
施
設
以

上
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
地
元
は
大
足

と
言
い
、
大
足
区
長
の
了
解

で
い
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
と
は
、

武
豊
町
の
判
断
で
あ
り
、
お

か
し
い
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。

　
　

地
元
説
明
会
が
大
足
地

区
で
３
日
間
行
わ
れ
た
。
説

明
会
へ
の
参
加
状
況
、
出
さ

れ
た
質
問
・
意
見
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
へ

の
参
加
者
数
は
延
べ
76
名
の

方
が
参
加
さ
れ
た
。

　

ご
み
運
搬
車
両
台
数
は
ど

の
程
度
増
え
る
の
か
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な

る
の
か
、
大
地
震
に
対
す
る

対
策
は
ど
う
か
な
ど
で
、
誠

意
を
も
っ
て
回
答
し
た
。

■地元説明会の様子

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

問

問

日本共産党議員団
梶田　進 議員

大
足
区
長
の
了
解
を
得
る

答答

町
長 ゴ

ミ
焼
却
施
設
建
設
候
補
地
の
了
解
は

ゴ
ミ
焼
却
施
設
建
設
候
補
地
の
了
解
は

問

答

厚
生
部
長

答

環
境
課
長

地
元
説
明
会
で
の

意
見
な
ど
は

建
設
候
補
地
を
決
め

る
に
は
地
元
の
了
解

が
必
要

答

厚
生
部
長

問

問
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

　

47
年
間
不
交
付
団
体
と
し

て
や
っ
て
き
た
武
豊
町
が
、

今
年
度
つ
い
に
交
付
団
体
と

な
る
。
日
経
新
聞
に
よ
る
と
、

平
成
25
年
７
月
23
日
現
在
、

総
務
省
発
表
、
不
交
付
団
体

は
49
市
町
村
に
な
っ
た
と
の

こ
と
。

　

他
市
町
に
研
修
に
行
っ
て

も
、
自
慢
の
財
政
状
況
の
我

が
町
だ
っ
た
が
、
と
て
も
残

念
で
な
ら
な
い
。
法
人
税
減

収
が
主
な
要
因
と
思
わ
れ
る

が
、
過
去
に
も
法
人
税
の
５

億
、
６
億
の
増
減
は
あ
っ
た

と
思
う
。
何
が
原
因
か
、
し

っ
か
り
と
調
査
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　

財
源
不
足
に
対
し
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ

の
考
え
方
は
。

　
　
　
　
　
　
　

元
金
返
済

額
を
超
え
る
起
債
を
行
わ
な

い
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
補

正
予
算
と
し
て
臨
時
財
政
対

策
債
を
計
上
し
た
が
、
今
後

の
収
支
状
況
を
見
定
め
、
実

際
の
借
り
入
れ
は
減
額
す
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

※
臨
時
財
政
対
策
債
…
合
理

的
に
妥
当
な
行
政
経
費
の
財

源
不
足
の
補
て
ん
と
し
て
発

行
で
き
る
地
方
債

　
　

行
政
責
任
は
な
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。
歳
出
の
抑

制
は
し
な
く
て
よ
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

交
付
団
体

に
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
は
、

国
の
基
準
に
基
づ
く
算
定
の

結
果
で
あ
っ
て
、
町
の
努
力

で
結
果
を
左
右
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

歳
出
の
抑
制
努

力
は
し
て
い
く
。

　

古
く
な
っ
た
と
言
う
理
由

か
ら
施
設
を
解
体
し
て
新
築

を
繰
り
返
す
、
い
わ
ゆ
る

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」

と
は
違
う
、
既
存
の
建
築
物

な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、
長

寿
命
化
を
図
る
「
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て

　
　

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
進
め
る
気
持
ち
は
あ
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
に
お
い
て
、
既
存
施

設
の
有
効
活
用
や
長
寿
命
化
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
も
、
出
来
る
範
囲
に
お
い

て
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
考
え
方
や
手
法
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

情熱
南　賢治 議員

結
果
を
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

答

交
付
団
体
に
な
っ
た
が
行
政
努
力
は

交
付
団
体
に
な
っ
た
が
行
政
努
力
は

問

臨
時
財
政
対
策
債（
※
）の

借
り
入
れ
の
考
え
方
は

歳
出
の
抑
制
努
力
を

問

問

問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

町
長

■新聞にも取り上げられた交付団体
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